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研究発表会プログラムと掲載誌，役員名

ロ 昭和51年度研究発表会 02月4日於広島大学文学部)

1. L'homme eも laville dans {Kyoもo~ eclaもemenも

de la ville 

岡山大学外国人教師 Francette Bernard 

2. エミーノレ・ゾラの初期作品について

広島大学博士課程 佐藤正年

3. アルベール・カミュにおける〈鏡〉について

広島大学博士課程 松本陽正

4. ラプレーの作品におけるロマネスク

岡山大学助手 宮下志朗

5. エリュアール「愛・詩J(1929)における愛の表現について

岡山大学助教授 佐藤 巌

6. ゾラの鉄道小説「獣人jについて

鈴峯女子短期大学教授 檀上文雄

ロ 昭和52年度研究発表会 01月27日 於香川大学教育学部)

1. ネルヴァルの「オクタヴィー」について

広島大学博士課程 子道田柴

2. メタ言語表現について

香 川 大 学助手 守矢信明

3. ポール・エリュアールの散文詩「ともに過どした夜々」について

岡山大学助教授

4. rクレオノfトラの鼻J再考

岡 山 大 学教授

佐 藤 巌

田辺 保

5. rシベリア横断鉄道とフランス少女ジャンヌへの散文」を

めぐる虚実について

鈴峯女子短期大学教授

掲 載 誌
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0 なお当日は研究発表会に先だち語学教育シンポジウムが聞かれ，岡山大学の岡部喬氏
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の司会のもとに，広島大学の熊沢一衛氏が従来の本部の同シンポジウムの問題点の要約

と広島大学の実状との分析を通じて問題提起をされ 乙れに対して活発な論議が交わさ

れた.

役 貝 名

支 部 f受 員 支部長 長 崎 広 次 監査 西 岡 政治

学 会 幹 事 A地区 楳木栄 (昭和は~)岡部
年度候補者

喬

B地区 杉山 毅

学会各種委員会委員 現 在 昭和53年度以降

学会のあり方検討委員会 二木英夫 継 続

渉 外 委 員 会 田辺 保 継 続

スタージュ運営委員会 楳木栄 未 定

語学 教育委員会}
ア ンケート委員会

熊沢 衛 岡部 香

学会誌編集委員会)
( 19世紀詩)

中安ちか子 継 続

本誌編集委員

委員長 田辺 保 (A地区)

委 員 杉 富士雄 (A地区) 杉山 毅 (B地区)

戸 田吉信 (B地区) 長崎広、次


